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94　第4章 東アジア世界

　ユーラシア大陸の東
とう

端
たん

，中国大陸の東北部では，

7世紀末に
（？〜719）
大
だい

祚
そ

栄
えい

が靺
まっ

鞨
かつ

の民
たみ

と高
こう

句
く

麗
り

の遺
い

民
みん

を率い

て
698〜926
渤
ぼっ

海
かい

を建国し，唐
とう

の冊
さく

封
ほう

を受けて中華文明を積極

的に摂
せっ
取
しゅ
した。

　日本列島の風土は，大きく温
おん

帯
たい

湿
しつ

潤
じゅん

の西南日本と，

より寒
かん

冷
れい

な東北日本との二つに区分できる。西部は

照
しょう

葉
よう

樹
じゅ

林
りん

文化につらなり，北面は環日本海文化，北

方はオホーツクの諸文化に結ばれていた。西南日本

では，弥
や よ い

生時代から稲
いな

作
さく

技術がすすみ，小国が分
ぶん

立
りつ

する「倭
わ

」として，まず歴史の舞台に登場した。倭の

国々が中国へと朝
ちょう

貢
こう

の使
し

節
せつ

を送ったのは，漢
かん

代にさ

かのぼり，後
ご

漢
かん

の光
こう

武
ぶ

帝
てい

は
（→p.83）

，18世紀に福岡県志
し

賀
かの

島
しま

で発見された「漢
かんの

委
わの

奴
なの

国
こく

王
おう

」の金印がうらづけるとおり，57年に倭の「奴
な

国
こく

」を「王」とし

て冊封している。3世紀前後より邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

を中心に連合がすすみ，倭

の女王卑
ひ

弥
み

呼
こ

は，239年に魏
ぎ

に朝貢して「親
しん

魏
ぎ

倭
わ

王
おう

」の地位を獲得した。

その後，約150年の間に，日本列島では大
や ま と

和王権のもとで統一がすす

められ，5世紀の「倭の五王」の時代には，南朝から冊封を受け，加
か

羅
ら

諸国と結んで朝鮮半島の抗争に介
かい

入
にゅう

した。

　隋
ずい

・唐に対して日本は，朝貢の使節（遣
けん

隋
ずい

使
し

・遣
けん

唐
とう

使
し

）を送ったが，

冊封を求めることはなかった。そのいっぽう，積極的に百
ひゃく

済
さい

を援
えん

助
じょ

し，高句麗とも結ぶことを試み，渤海とも密接に

交流した。朝鮮半島への進出という日本の野

心は，密接な交流を重ねていた加羅（任
にん

那
な

）が

562年に新
しん

羅
ら

に滅ぼされ，ついで唐と新羅の

連合軍に663年の白
はく

村
そん

江
こう

の
（はくすきのえ）

戦いで大敗したこ

とにより挫
ざ

折
せつ

した。しかし，その後の吐
と

蕃
ばん

の

拡大，新羅の朝鮮統一，東突
とっ

厥
けつ

の再興，渤海

の建国といった東部ユーラシアの動きのなか

で，遣唐使は唐側に受けいれられた。この交

流を通して日本は，律
りつ

令
りょう

制など中華文明をひ

きつづき受容していった。国号を「日本」とし
�

「漢委奴国王」の金印
　印面の大きさは一辺が約2.3cm（方一
寸）の国宝。純金製で隷

れい

書
しょ

体の文字が
浮き出す形（陰

いん

刻
こく

）で彫
ほ

ってある。中国
に朝貢して冊封を獲得した周辺諸国は
“お墨

すみ

付き”として，金や銀製の印
いん

章
しょう

が
授与された。当時の木

もっ

簡
かん

や竹
ちく

簡
かん

の行政
文書の場合，結び目をたばねた粘

ねん

土
ど

の
上に陰刻の印章を押して封印された
（封

ふう

泥
でい

）。把
とっ

手
て

（紐
ちゅう

）は国々の風土に応じ
て亀

かめ

や羊
ひつじ

やラクダなどの形をとる。この場合は蛇の一種の姿。江
戸末期から偽

ぎ

作
さく

説も出ていたが，今
こん

日
にち

では『後
ご

漢
かん

書
じょ

』の「建
けん

武
む

中
ちゅう

元
げん

二
年（57年），倭奴国，貢

こう

を奉
ほう

じて朝
ちょう

賀
が

す･･････光武賜
たま

うに印
いん

綬
じゅ

をも
ってす」という史料をうらづける真印とするのが定説。

Q北から見た東アジア　視点をかえると，唐も東アジア世
界の一

いち

隅
ぐう

に位置することに気づく。
p.89, 93, 170
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�律令は総じて官
かん

僚
りょう

支配の道具
であり，国づくりをめざす高句
麗・百済・新羅の朝鮮諸国，ま
たベトナム，日本などの唐の周
辺諸国に受けいれられた。とく
に日本では，奈良～平安期が「律
令国家・律令制時代」と称され
るほどに定着・機能した。
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184　第10章 東アジア世界の変容とモンゴル帝国

水陸両路による東西交通もとだえること

はなかった。

元の社会と文化
元
げん

は，農耕社会の

統治にあたって，

遊
ゆう

牧
ぼく

系の軍事政権でありながら，中華帝

国の伝統そのままに，官
かん

僚
りょう

制による中央

集権体制を採用した。しかし，モンゴル

語を公用語とし
1

，政府の高官や地方長官

にはモンゴル人をあて，中央は遊牧系の近
この

衛
え

兵で固め，実際にはモン

ゴル伝統の側近政治を行った。中央アジアや西アジアの出身者（色
しき

目
もく

人
じん

）はとくに優
ゆう

遇
ぐう

され，ムスリム商人出身のイスラーム教徒を，徴
ちょう

税
ぜい

や物資の流通の面で活躍させた。ただし，こうした出身にもとづく差

別は，必ずしも厳
げん

格
かく

なものではなく，有能な人材であれば，民族を問

わずに要所に採用した。同様に，初期には儒
じゅ

教
きょう

を重視せず，科
か

挙
きょ

を廃

止したが，やがて，膨
ぼう

大
だい

な官僚なくしては大陸統治は困難であること

から，とくに江
こう

南
なん

の地では，儒教を学ぶ学院（廟
びょう

堂
どう

）の設立を奨
しょう

励
れい

し，

14世紀初頭には科挙を復活させた。

　元は，徴税請
うけ

負
おい

人を使ってきびしく徴税したが
2

，農耕社会の内部に

はあまり干
かん

渉
しょう

せず，佃
でん

戸
こ

制はそのまま維持された。また駅
えき

伝
でん

制（ジャ

ムチ）によって交通・交易網
もう

は整備され，大運河
（→p.88，89地図）

をはじめ運河の修復

にも努め，都市の商工業もさかんであった。貨
か

幣
へい

経済はいっそう進展

し，元が発行した紙
し

幣
へい

（交
こう

鈔
しょう

）
3

は，銀との交
こう

換
かん

が保証されたため普
ふ

及
きゅう

し，

ときには西アジアでも流通した。

　宋
そう

代からの庶民文化は，モンゴル人の統治下でもひきつづ

き発展し，モンゴル支配への抵抗を秘めた民謡や雑
ざつ

劇
げき

（元
げん

曲
きょく

）

が流行した。元曲の代表作品としては，封
ほう

建
けん

的な束
そく

縛
ばく

に抗し

て自由な恋愛をえがく『西
せい

廂
そう

記
き

』，匈
きょう

奴
ど

に嫁
とつ

いだ王
おう

昭
しょう

君
くん

の悲劇

を劇化した『漢
かん

宮
きゅう

秋
しゅう

』，琵
び

琶
わ

を弾
ひ

きつつ出世した夫との再会を

果たす女性を主人公とした『琵琶記』などがある。また民間で

の講
こう

談
だん

もさかんであり，『水
すい

滸
こ

伝
でん

』『西
さい

遊
ゆう

記
き

』『三
さん

国
ごく

志
し

演
えん

義
ぎ

』の原

型がつくられた。書画の分野では，東
とう

晋
しん

の王
おう

羲
ぎ

之
し

の
（→p.86）

伝統をつ

W元の交鈔　元の代表的な交鈔
で，にせ札をつくる者は死刑に
処すと記されている。

1モンゴル語の表記には，ウイ
グル文字が利用されたほか，チ
ベット仏教の僧パスパが，フビ
ライ=ハンの命令でチベット文
字をもとにつくったパスパ文字
が使われた。
2元の経済政策の特徴の一つは，
これまで都市・港湾・関所で徴

ちょう

収
しゅう

されてきた取引税を撤
てっ

廃
ぱい

した
ことであり，このことが，国内
および対外交易を促進した。ま
た，中央政府の収入の80％以上
が塩の専

せん

売
ばい

利益であり，残りの
大半は商品の売却地で徴収され
る商税であった。
3ただし，高額の取引の場合は，
塩税の銀納にかわる取引券であ
る「塩

えん

引
いん

」の方が重視された。

E関
かん

帝
てい

廟
びょう

（横浜）　後
ご

漢
かん

末期の人
で，悲劇的最期をとげた三国・
蜀
しょく
（→p.85）の英雄である関

かん

羽
う

をま
つる廟。『三国志演義』の流

る

布
ふ

に
よって，関羽の知名度は格段に
高まり，出生地の山

さん

西
せい

省をはじ
め，中国各地に廟が建てられた。
関羽は信義を重んじた人として，
とくに商取引の神として崇

すう

拝
はい

さ
れ，台湾・東南アジア・日本など，
華
か

人
じん
（→p.398）の居

きょ

留
りゅう

地にも多く
建てられている。
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か

幣
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経済はいっそう進展
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し

幣
へい

（交
こう

鈔
しょう

）
3
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こう

換
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ふ

及
きゅう

し，
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）
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W元の交鈔　元の代表的な交鈔
で，にせ札をつくる者は死刑に
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蜀
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羽
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布
ふ

に
よって，関羽の知名度は格段に
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西
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め，中国各地に廟が建てられた。
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拝
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さ
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華
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人
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留
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322　第17章 アジア諸地域の変革運動

ヨーロッパの知識を吸収した知

識人が商人の協力を得て改革を

すすめ，日露戦争での日本の勝

利はその立憲政によるとして，

立憲運動を展開し，1906年には

国民議会が開設された（イラン

立
1905〜11
憲革命）。しかし憲法制定後，

さらなる改革を求める急進派と

保守派が対立し，ロシアとイギリスの圧力を受けたシャー（国王）は，

11年に議会を解散した。

　1747年にイランから自立したアフガニスタンは，インドから侵
しん

攻
こう

し

てきたイギリス勢力を二度にわたって撃
げき

退
たい

して（第
1838〜42

1次アフガン戦争，

第
1878〜80

2次アフガン戦争），独立を維持した。イギリスは1880年，外交に

よってアフガニスタンを保護国化したが，第一次世界大戦後の

1919年，第3次アフガン戦争によって，独立を承認した。

カフカス・
中央アジアの動向

カフカス，中央アジア（西トルキスタン），

アフガニスタンは，イランと交易網
もう

で結

ばれ，政治的にも密接な関係を保ってきた。19世紀になると，

ロシアがこれらの地域に進入してきた。

　ロシアは，カフカスでは19世紀初頭にグルジアを直
ちょっ

轄
かつ

植民

地とし，さらにアルメニアの帰
き

属
ぞく

をめぐって，イランのカージ

ャール朝と二度にわたって戦い，1828年のトルコマンチャーイ

条約でアルメニアとアゼルバイジャン北半を植民地とした。

　18世紀から19世紀前半の中央アジアでは，ブハラ=ハン国
（→p.217）

などウズ

ベク人の3ハン国が，イラン，ロシア，清
シン

を結ぶ交易で繁
はん
栄
えい
していた。

クリミア戦争
（→p.294）

でやぶれたロシアは，軍を中央アジアに向けてカザフ草

原を併合し，67年にはタシケントを省都とするトルキスタン省を設立

した。やがてロシアは，ブハラ=ハン国とヒヴァ=ハン国
（→p.217）

をあいつい

で保護国とし，コーカンド=ハン国
（→p.217）

を併合した
（→p.313）

。ロシアに支配された

中央アジアでは，ムスリム住民のなかでイスタンブルに留学した知識

人による，教育改革を中心とする運動
=

が展開された。

ヴ
ォ
ル

黒　海
カ
ス
ピ
海

アラル海

バルハ
シ
湖

川ル
シ

ガ
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1873

1868

187
6

ロ シ ア 帝 国

清

新疆

インド

アフガニスタン
イラン

ブハラ＝ハン国
コー
カンド

＝ハン
国ヒヴァ＝

ハン国
オ
ス
マ
ン
帝
国

トルキスタン

スカフカス
グルジア

アルメニア

カザフスタン

アゼルバイジャン

0 500km

ヒヴァ サマルカンド
ブハラ

タシケント コー
カンド

イリ
（1871～81）
ロシア領

1865年までのロシア領
1895年までのロシア領
保護国
（数字は保護国になった年）

Qカフカスと中央アジアへのロ
シアの進出

p.236, 335, 362

Qヒヴァのイチャン=カラ（ウズ
ベキスタン）　城

じょう

壁
へき

に囲まれた
市街地のことをイチャン=カラ
とよび，ヒヴァ=ハン国の都ヒ
ヴァの街並みがそのままのこさ
れている。

=新しい方式の学校の開設から，
新聞・雑誌などを利用した政治
運動（ジャディード運動）にまで
及んだ。ロシア当局やイスラー
ム保守派の妨

ぼう

害
がい

を受けたが，ム
スリムに大きな影響を与えた。
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396　第19章 戦後世界秩序の形成

「熱い戦争」と
第三勢力の形成

ヨーロッパで冷
れい

戦
せん

が形成され，それが世界に拡

大する過程に，植民地の独立も深くかかわるこ

とになった。アジア・アフリカの植民地が独立する際には，しばしば

武力が用いられた。こうした意味で，冷戦と深くかかわりながらも，

「熱い戦争」が展開された。独立後は，東西対立と深いかかわりをもつ

国もあったが，東西両陣営のどちらにも属さない道をとる国もあった。

　いっぽう，資本主義と社会主義の対立を背景とする冷戦とは異なり，

北半球に位置する旧宗
そう

主
しゅ

国と，アジア・アフリカなどの植民地から独

立した国々やラテンアメリカ諸国，という対立も形成されていった（南

北問題）。新
しん

興
こう

独立国には，この南北の対立軸を背景に東西対立とは

異なる第三勢力
1

の形成をめざした国もあった。

バンドン会議と
非同盟諸国

1954年，中国の
（在職1949～76）
周
しゅう

恩
おん

来
らい

首
（Zhou Enlai）

相
（→p.404）
とインドのネ

（在職1947～64）
ルー首

相
（→p.366）
が会談し，領土と主権の相

そう
互
ご
尊重，内政不干

かん

渉
しょう

，平和共
きょう

存
ぞん

などからなる平和五原則を発表した
2

。翌55年に，イン

ドネシアのバンドンで日本を含む29か国が参加したアジア=アフリカ

会議（バンドン会議）が開催された
3

。この会議は，平和五原則にもとづ

植民地の独立と世界政治2

タイ
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イエメン=アラブ
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イラン アフガニスタン
中 華 人 民 共 和 国
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0 2000km

戦前からの独立国
第二次世界大戦
後の独立国

（数字は独立年）

Q第二次世界大戦後のアジア
（1984年時点）

p.418

11950年代末から，「第三世界」
という語も使われた。これには，
フランス革命の第三身分（→p.277）

になぞらえ，これまでは抑
よく

圧
あつ

さ
れてきたが解放に向かう新しい
世界であるという積極的な意味
がこめられているとされる。
21954年，セイロン（現スリラン
カ）でインド，セイロン，東南ア
ジア諸国の首脳によりコロンボ
会議が開催され，植民地主義へ
の反対，中華人民共和国の承認
などを提

てい

唱
しょう

した。そして，コロ
ンボ会議に参加した国々は翌年
のアジア=アフリカ会議の開催
を推進した。
3バンドン会議を主導したのは，
エジプトのナセル大統領，中国
の周恩来首相，インドのネルー
首相，インドネシアのスカルノ
大統領である。
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ンボ会議に参加した国々は翌年
のアジア=アフリカ会議の開催
を推進した。
3バンドン会議を主導したのは，
エジプトのナセル首相，中国の
周恩来首相，インドのネルー首
相，インドネシアのスカルノ大
統領である。
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396　第19章 戦後世界秩序の形成

「熱い戦争」と
第三勢力の形成

ヨーロッパで冷
れい

戦
せん

が形成され，それが世界に拡

大する過程に，植民地の独立も深くかかわるこ

とになった。アジア・アフリカの植民地が独立する際には，しばしば

武力が用いられた。こうした意味で，冷戦と深くかかわりながらも，

「熱い戦争」が展開された。独立後は，東西対立と深いかかわりをもつ

国もあったが，東西両陣営のどちらにも属さない道をとる国もあった。

　いっぽう，資本主義と社会主義の対立を背景とする冷戦とは異なり，

北半球に位置する旧宗
そう

主
しゅ

国と，アジア・アフリカなどの植民地から独

立した国々やラテンアメリカ諸国，という対立も形成されていった（南

北問題）。新
しん

興
こう

独立国には，この南北の対立軸を背景に東西対立とは

異なる第三勢力
1

の形成をめざした国もあった。

バンドン会議と
非同盟諸国

1954年，中国の
（在職1949～76）
周
しゅう

恩
おん

来
らい

首
（Zhou Enlai）

相
（→p.404）
とインドのネ

（在職1947～64）
ルー首

相
（→p.366）
が会談し，領土と主権の相

そう
互
ご
尊重，内政不干

かん

渉
しょう

，平和共
きょう

存
ぞん

などからなる平和五原則を発表した
2

。翌55年に，イン

ドネシアのバンドンで日本を含む29か国が参加したアジア=アフリカ

会議（バンドン会議）が開催された
3

。この会議は，平和五原則にもとづ

植民地の独立と世界政治2
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11950年代末から，「第三世界」
という語も使われた。これには，
フランス革命の第三身分（→p.277）

になぞらえ，これまでは抑
よく

圧
あつ

さ
れてきたが解放に向かう新しい
世界であるという積極的な意味
がこめられているとされる。
21954年，セイロン（現スリラン
カ）でインド，セイロン，東南ア
ジア諸国の首脳によりコロンボ
会議が開催され，植民地主義へ
の反対，中華人民共和国の承認
などを提

てい

唱
しょう

した。そして，コロ
ンボ会議に参加した国々は翌年
のアジア=アフリカ会議の開催
を推進した。
3バンドン会議を主導したのは，
エジプトのナセル大統領，中国
の周恩来首相，インドのネルー
首相，インドネシアのスカルノ
大統領である。
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430　第20章 情報革命と世界経済の一体化

　2009年に初のアフリカ系大統領となった民主党のオ
Obama
バマは

（在職2009〜17）
，財政問

題，社会福祉問題をかかえつつ，イラク問題からは基本的に撤
てっ

収
しゅう

した

ものの，アフガニスタン問題には関与しつづけ，また，環
Trans-Pacific Strategic Economic Partnership Agreement

太平洋戦略

的経済連
れん

携
けい

協定（TPP）
（→p.432）

の推進など東アジア重視の政策をおこなった。

2017年に国内の格差問題を背景に誕生した共和党のトランプ
（在職2017〜）

政権は，

アメリカ第一主義をかかげ，雇用など国内問題重視の姿勢を示してお

り，国際秩序維持，形成への関与の低下への懸念が強まっている。

ヨーロッパ統合と
地域統合の課題

EUは，N
ナトー

ATO（
（→p.390）

北大西洋条約機構）の拡大
（→p.417）

とも

あいまって，04年から東欧にも拡大し，2014

年現在，加盟国は28か国となっている。09年にはリスボン条約が発

効し，より統合が強められた
9

。

　1999年，為
か わ せ

替相場リスクの消滅や米ドルへの対抗のため域内共通通

貨ユーロがつくられ，発券銀行としてヨーロッパ中央銀行がドイツに

置かれた。2002年，ユーロはイギリスなどを除く12か国の通貨とし

て流通をはじめた（15年 1月現在，19か国）。しかし，通貨は統合して

も財政は各国の主権下にあり，10年以降，ギリシアの財政問題を契
けい

機
き

にユーロ危機が生じた。

　ヨーロッパ以外でも，地域統合，地域協力がすすめられている。北

アメリカには北米自由貿易協定
1994（→p.420）

（N
ナフタ

AFTA）があり，東アジアにも

A
アセアン

SEANを核とする経済中心の地域統合の模
も

索
さく

がある。このほか，ア

フリカでは2002年にアフリカ統一機構
（→p.401）

（OAU）から発展したア
African Union
フリカ

連合（AU）が組織された。

　EUなどの地域統合体は，地球規模での画一的な規範やリスクに対

応しつつ，地域内部で問題解決する装置であり，いわばグローバル化

の補
ほ

完
かん

物であったが，競争に勝ち抜くために設けられた地域内での高

い規範が構成国を圧
あっ

迫
ぱく

し，統合体の維持が困難になる局面もみられる。
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だ。ウクライナでは，EU加盟に好意的な西部と，

ロシア系住民が多くロシアとの関係が深い東部とで意見が分かれてい

た。ウクライナは，ロシア産天然ガスのヨーロッパへのパイプライン

の中継地であり，ロシアのプ
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430　第20章 情報革命と世界経済の一体化
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